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平成２８年３月２６日
北海道新幹線開業まで

あと 日



皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
28
年
の
初
春
を
皆
様
と
と
も
に
お
迎

え
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
素
晴
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
３
月
26
日
、
い
よ
い
よ
皆
様
が

待
ち
に
待
っ
た
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
い
た
し

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
七
飯
町
を
は
じ
め
、
道
南
の
各

地
域
に
お
い
て
は
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
に

向
け
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
北
海

道
新
幹
線
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
商
品
の
販
売
な
ど
、

開
業
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で

き
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、
北

関
東
圏
は
も
と
よ
り
、
東
北
な
ど
と
の
交
流
人

口
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
七
飯
町
と
し
て

は
、
こ
れ
ら
の
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
強
固
に

す
る
と
と
も
に
、
七
飯
町
が
有
す
る
魅
力
や
価

値
を
発
信
し
、
よ
り
多
く
の
方
に
七
飯
町
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
取
組
を
強
く
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

そ
し
て
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
後
に
ど
の

よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
か
、
ど
の

よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
、
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

い
た
上
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
効
果
を
十
分
に
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
地
元
経
済
界
、
議
会
、
町

民
の
皆
様
と
連
携
し
、「
知
恵
」
を
出
し
、「
創

意
工
夫
」
を
重
ね
、
七
飯
町
が
持
つ
魅
力
や
価

値
を
国
内
外
に
向
け
て
発
信
し
、
よ
り
多
く
の

方
に
七
飯
町
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
交
流
人
口

の
さ
ら
な
る
拡
大
に
よ
っ
て
七
飯
町
に
活
気
を

生
み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

一
方
、
国
内
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

昨
年
９
月
に
栃
木
県
や
茨
城
県
な
ど
で
発
生
い

た
し
ま
し
た
「
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪

雨
」
で
は
24
時
間
雨
量
が
３
０
０
㍉
以
上
と
な

り
、
大
規
模
な
被
害
を
も
た
ら
す
災
害
が
発
生

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
短
時
間
の
う
ち
に
大
規
模
な
状
況
に

発
展
す
る
災
害
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

七
飯
町
に
お
い
て
は
、
近
年
は
大
き
な
災
害

が
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、「
災
害
は
必
ず

や
っ
て
く
る
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置

き
、
安
全
で
安
心
な
七
飯
町
を
つ
く
る
た
め
、

防
災
対
策
に
十
分
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
町
民
の
皆
様

の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
意
識
は
高
ま
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
安
全
や
安
心
の
確
保
は
、
行
政

の
最
も
基
本
的
な
責
務
で
あ
り
、
ま
た
、
町
民

の
皆
様
や
七
飯
町
を
訪
れ
る
皆
様
の
最
大
の
願

い
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

幸
い
に
し
て
、
七
飯
町
は
自
然
災
害
が
少
な

い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
確
た
る
根
拠
が
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あ
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

消
防
力
の
強
化
を
目
的
と
し
て
改
築
し
て
お
り

ま
し
た
七
飯
消
防
署
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
昨
年

３
月
に
落
成
し
、
今
後
は
地
域
の
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
く
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
七
飯
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
改
築
工
事
を
終
え
、
児
童
・
生
徒

の
皆
さ
ん
に
安
全
で
美
味
し
い
学
校
給
食
を
提

供
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
、
老
朽
化
し
て
い
る
大
中
山

小
学
校
の
全
面
改
築
や
七
重
小
学
校
の
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
子

ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
学
習
で
き
、
遊
ぶ
こ

と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

七
飯
町
に
は
、
日
本
新
三
景
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
大
沼
国
定
公
園
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自

然
環
境
や
観
光
資
源
、
安
全
・
安
心
な
食
な
ど

多
く
の
可
能
性
に
満
ち
溢
れ
て
お
り
ま
す
。

行
政
と
住
民
が
と
も
に
手
を
取
り
合
い
、
こ

の
七
飯
町
に
秘
め
た
多
く
の
資
源
を
再
発
見
し
、

そ
れ
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
を
活
性

さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
と
同
時
に
、
昨
今
叫
ば

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を

申
し
上
げ
ま
す　

旧
年
中
は
町
政
全
般
に
わ
た
り
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
「
住
み
た
い
ま
ち　

住
み
続
け
た
い
ま
ち
〝
七
飯
町
〞」

の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

町
民
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　

平
成
二
十
八
年　

元
旦

七

飯

町　

町　

長　

中　

宮　

安　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
町
長　

宮　

田　
　
　

東

七

飯

町

議

会　

議　

長　

坂　

田　

邦　

彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
長　

神　

﨑　

和　

枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議　

員　

一　

同

七
飯
町
教
育
委
員
会　

教
育
長　

與　

田　

敏　

樹

委　

員　

一　

同

七
飯
町
農
業
委
員
会　

会　

長　

久
保
田　

隆　

博

委　

員　

一　

同

七
飯
町
選
挙
管
理
委
員
会　

委
員
長　

服　

部　
　
　

満

委　

員　

一　

同

七
飯
町
代
表
監
査
委
員　
　
　
　
　

永　

田　

英　

利

れ
て
い
る
地
方
創
生
に
も
結
び
つ

く
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

多
く
の
先
人
の
方
々
が
築
き
上

げ
て
き
た
七
飯
町
を
「
夢
と
希
望

と
可
能
性
」
に
溢
れ
、
活
気
に
満

ち
た
姿
で
今
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
、
そ
し
て
未
来
の
子
ど
も
た
ち

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
私
た

ち
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
関
係
機
関
や
町
民
の
皆

様
と
連
携
し
て
「
住
み
た
い
ま
ち

住
み
続
け
た
い
ま
ち
〝
七
飯
町
〞」

の
実
現
の
た
め
に
邁
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
新
し
い
年
が
、

皆
様
に
と
り
ま
し
て
喜
び
と
幸
せ

に
満
ち
溢
れ
た
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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納税相談については、下記までお問い合わせ下さい。

月

総務部税務課収納係（窓口番号⑤）　☎65-2515

●国 民 健 康 保 険 税…第８期
●介 護 保 険 料…第８期
●後期高齢者医療保険料…第７期
●国 民 年 金…12月分
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開
設
期
間
及
び
会
場

■
還
付
申
告
（
所
得
税
を
返
し
て
も
ら
う
申
告
）

　

 

平
成
28
年
２
月
１
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈫

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

 

七
飯
町
役
場
本
庁
舎
１
０
１
会
議
室
に

て
（
２
月
16
日
㈫
か
ら
は
大
中
山
コ
モ

ン
、
大
沼
出
張
所
で
も
受
付
し
ま
す
。）

■
一
般
申
告

　

平
成
28
年
２
月
16
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈫

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

 

七
飯
町
役
場
本
庁
舎
１
０
１
会
議
室
、

大
中
山
コ
モ
ン
、
大
沼
出
張
所
に
て

受
付
時
間

▼
午
前
の
部
／
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

▼
午
後
の
部
／
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

所
得
税
の
確
定
申
告
で

主
に
必
要
な
も
の

・ 

支
払
者
（
給
与
・
年
金
）
等
か
ら
交
付

さ
れ
た
「
源
泉
徴
収
票
」
や
収
支
内
容

の
わ
か
る
書
類

・ 

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
、
健
康
保

険
、
任
意
継
続
等
）
の
領
収
書
ま
た
は

そ
れ
に
代
わ
る
証
明
書
等

・ 

保
険
会
社
等
か
ら
交
付
さ
れ
た
生
命
保

険
料
、
地
震
保
険
料
の
「
控
除
証
明

書
」

・ 

医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
平
成
27
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
合
計
と
そ
の
内
訳
を
記
入
し
た
明
細

書
と
領
収
書
、
保
険
等
か
ら
そ
の
医
療

費
に
対
す
る
補
て
ん
金
が
あ
っ
た
場

合
は
そ
の
金
額
が
わ
か
る
書
類
（
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
接
種
の
医
療
費

は
、
医
療
費
控
除
に
は
該
当
し
ま
せ

ん
）。

・
印
鑑
（
認
印
可
、
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

・ 

還
付
申
告
の
場
合
は
、
還
付
金
の
振
り

込
み
先
と
し
て
本
人
名
義
の
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
名
、
支
店
名
、
口
座
種

別
、
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
通
帳

等
）

【
注
意
事
項
】

※ 
申
告
の
際
に
は
、
必
要
な
も
の
を
お
忘

れ
の
無
い
よ
う
ご
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
告
時
に
印
鑑
や
還
付
先
の
口

座
番
号
等
を
忘
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

※ 

２
月
16
日
㈫
か
ら
の
一
般
申
告
期
間
の

初
め
と
終
わ
り
は
、
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

※ 

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
加
入
者
は
、
収
入
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

※ 

土
地
・
建
物
等
や
株
式
等
の
譲
渡
所
得

の
申
告
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
役
場
で

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
函
館

税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

青
色
申
告
の
方
は
、
七
飯
町
役
場
で
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
直
接
函
館
税
務

署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
分 

所
得
税
の

確
定
申
告
相
談
・
受
付
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
の
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
住

民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
創
設
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
平
成
21
〜
31
年
６
月
ま
で
に

入
居
し
、
平
成
21
年
分
以
降
の
所
得
税
に

お
い
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る

人
で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ

た
金
額
が
あ
る
人
に
つ
い
て
も
、
住
民
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

①
平
成
11
〜
18
年
に
入
居
し
た
人

【 

対
象
者
】
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
人
で
、
税
源
移
譲
に
よ

る
所
得
税
の
減
少
に
よ
り
所
得
税
か
ら

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が
あ
る
人

で
す
。

【 

手
続
き
】
平
成
21
年
度
ま
で
は
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
し
た
が
、
平
成
22
年

度
か
ら
は
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

②
平
成
19
〜
20
年
に
入
居
し
た
人

　

 

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
所
得
税
に
お
い

て
控
除
期
間
を
15
年
に
選
択
で
き
る
特

例
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
住
民
税
か
ら

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

③
平
成
21
〜
31
年
６
月
ま
で
に
入
居
し
た
人

【 

対
象
者
】
所
得
税
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
人
で
、
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が
あ
る
人
で

す
。

【 
手
続
き
】
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
申
告
は
不
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は　

総
務
部
税
務
課　

課
税
係

（
☎
65

－

２
５
１
５
）
ま
で



5 Nanae Public Relations  Vol.702

　

償
却
資
産
は
、
法
人
や
個
人
の
農
業
・

営
業
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
土
地
・
家
屋

以
外
の
事
業
に
使
用
し
て
い
る
構
築
物
、

機
械
、
車
両
、
備
品
等
の
固
定
資
産
で
自

動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
る
資
産
を
除
い
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
申
告
は
、
七
飯
町
内
に
資
産
を
お

持
ち
の
方
が
対
象
で
す
。

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
所
有

状
況
（
資
産
の
種
類
、
取
得
価
格
、
取
得

年
月
、
耐
用
年
数
等
）
を
平
成
28
年
２
月

１
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

前
年
度
の
資
産
内
容
と
変
更
が
な
い
場

合
や
、
廃
業
、
休
業
及
び
該
当
資
産
が
無

い
場
合
な
ど
も
申
告
が
必
要
で
す
。

　

１
月
に
な
っ
て
も
申
告
書
が
お
手
元
に

届
か
な
い
場
合
、
ま
た
ご
不
明
な
点
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
当
係
ま
で
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
分
の
申
告
書
か
ら
様
式

が
変
わ
り
、
新
た
に
「
３
個
人
番
号
又
は

法
人
番
号
」
欄
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
欄
に
は
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
に
よ
り
付
設
さ
れ
た

納
税
義
務
者
の
番
号
の
記
載
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
総
務
部
税
務
課
課
税
係

　

☎
65

－

２
５
１
５

　高額介護合算療養費について
　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限度額を
超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。なお、支給の対象とな
る方には後日、申請のご案内を致しますので、ご案内が届きましたら申請手続きをして下さい。
　○ 後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
　○ 支給額が500円以下の場合は支給されません。

◆自己負担限度額表　　　　　　　【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月31日】
負担割合 区　　　分 自己負担額の合計の基準額
３割  現 役 並 み 所 得 者 ６７万円

１割
 一　　　　　　　般 ５６万円

住 民 税 非 課 税 世 帯
区 分 Ⅱ（※１） ３１万円
区 分 Ⅰ（※２） １９万円

　※１　世帯全員が住民税非課税である方
　※２　 世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、その受給額が

80万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

　医療費通知の送付を希望される方へ
　北海道後期高齢者医療広域連合では、発行をご希望される方を対象に、医療費を半年ごとにまとめた医療
費通知を送付しています。次回の発行は平成28年３月末（平成27年７月～12月診療分）に行います。

◆新たに発行をご希望の方はご連絡ください
　新たに発行をご希望の方は、お手数ですが、北海道後期高齢者医療広域連合または民生部住民課医療児童
助成係へご連絡ください（電話でのご連絡だけで手続きできます）。

○　 すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方には、継続して発行しますので、再度のご連絡は
　　必要ありません。
○　医療費通知を受け取られたことにより、申請等の手続きを行う必要はありません。
※　医療費通知を確定申告などの「医療費控除」の領収書の代わりとすることはできません。

■高額介護合算療養費及び医療費通知について■■高額介護合算療養費及び医療費通知について■

北海道後期高齢者医療広域連合
〒060‒0062　札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階
 ☎011‒290‒5601

七飯町　民生部
住民課　医療児童助成係
☎65‒2513



マイナンバー　個人番号カード　いよいよ受け取りです！

個人番号カードの交付について
　通知カードに同封してある「個人番号カード交付申請書兼電子証明書発行申請書」により個人番号カード交付の申請をさ
れた方は平成２８年１月より準備が整い次第、順次、個人番号カードの交付を行います。

・ マイナンバーを証明する等、大切なカードですので、その受け取りは、必要書類をはじめ必要に応じ顔認証システムの利
用など厳格な手続きとなります。ご理解・ご協力のほど、お願いいたします。

 ※代理人が受け取りする場合
　 （ご本人が病気、身体の障がい、その他やむをえない理由により、受け取りが困難な場合に限り代理人にカードの受け取
りを委任できます。）

 

通知カードを受け取っていない方
　現在まで通知カードを受け取っていない方は役場民生部住民課総合窓口係（☎65‒2512）までお問合せ下さい。

個人番号カード・通知カードの詳細は
　●マイナンバー総合フリーダイヤル
　☎０１２０－９５－０１７８（無料）　
　・平日　午前9時30分～午後10時　
　　土日祝　午前9時30分～午後5時30分
　　（年末年始12月29日～ 1月3日を除く）

※一部ＩＰ電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合（有料）
・ マイナンバー制度に関すること ☎050‒3816‒9405
・「通知カード」「個人番号カード」に関すること ☎050‒3818‒1250
・平日 午前9時30分～午後10時（平成28年4月1日以降　平日 午前8時30分～午後5時30分）
・土日祝　午前9時30分～午後5時30分
・年末年始を除く
・個人番号カードの一時利用停止については、24時間365日受け付け（平成28年1月～）
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　町民税が非課税の高齢者世帯、障がい者世帯及びひとり親世帯に、冬期の採暖に必要な費用の一部を、
アップル商品券で５，０００円を助成します。
【助成方法】アップル商品券で１世帯５，０００円助成（年1回）
【助成対象世帯】 平成２７年１１月１日現在で七飯町の住民基本台帳に登載され、平成２７年度の町民税が非課税の

世帯（世帯全員が非課税）のうち、次のいずれかに該当する世帯が対象となります。

▶申請方法／申請の際は、次のものをご持参ください。
　・印鑑
　・障がい者（児）世帯の方は、障害者手帳等
　・平成27年１月１日以降に七飯町に転入された方は、従前住所地の市区町村民税非課税証明書等
▶受付場所／民生部福祉課・大中山出張所・大沼出張所
▶受付期間／平成27年11月１日から平成28年３月31日まで（土日、祝日、年末年始は除く。）
▶受付時間／午前８時30分から午後５時15分まで

お問い合わせ先：民生部福祉課地域福祉係　☎65‒2514

※１　 高齢者、障がい者（児）などが
社会福祉施設に入所、病院等に
入院していないこと。

※２　生活保護を受給していないこと。
※３　町税等の滞納がないこと。

第４次七飯町行政改革大綱実施状況報告
～５年間で約７億300万円の効果～

　第４次七飯町行政改革大綱（取組期間:平成23 ～ 27年度）に基づき検討・実施した行政改革の内容を報告しま
す。なお、平成27年度分については取組み効果を試算したものとなります。
　「選択と集中で持続可能な行政運営」を実施することを目的とし、事務事業の見直し等を行った結果、大綱策
定時に想定した効果額の約８割を達成しました。
<主な取組み結果>

行政改革項目 内　　容

「事務事業の見直し」（約6億1,200万円の効果） 町単独事業費の抑制、ユートピア大沼の廃止、指定管理者
制度の導入推進等

「定員管理及び給与適正化の推進」（約7,200万円の効果） 職員給与の適正化、時間外勤務の縮減等
「効率的な行政運営と職員の能力開発等の推進」（約1,100万
円の効果）

三木町及び函館市との人事交流を開始、七飯町土地開発公
社の解散等

「行政の情報化と行政サービスの向上」（約800万円の効果） 住民票等自動交付機の設置、ホームページの充実、総合行
政システムの更新等

<その他の取組み結果>
行政改革項目 内　　容

「時代に即応した組織、機構の見直し」 平成24年4月、平成26年10月に組織機構の見直しを実施
「行政評価システムの活用」 毎年度、事務事業評価と施策評価を実施

「地方分権（地域主権）の推進」 地域主権改革を推進し、近年は地方創生による事業を立
案・実施

「町民と行政の協働推進」 町長出前講座の実施、町内の団体等と協働で各種イベント
を開催

<これからの行政改革>
　平成28年度には新たな七飯町総合計画を10年計画としてスタートする予定であり、目指すまちの将来像実現の
ため、第5次七飯町行政改革大綱を策定し、引き続き行政改革に取り組みます。

<お問い合わせ先>　七飯町総務部総務財政課財政係　☎65‒2511　内線228

※ 詳しくは町ホームページ又は担当窓口で配付しております「第4次七飯町行政改革大綱実施状況報告」をご覧ください。
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Part1

介護

14年

20年

介
護
・
健
診
・
医
療
か
ら
見
え
る

介
護
・
健
診
・
医
療
か
ら
見
え
る

七
飯
町
の
健
康
課
題
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昨
年
に
北
海
道
国
保
連
合
会
や
北
海
道
大
学
大
学
院
公
衆
衛
生
学
分
野
玉
腰
教
授
の

協
力
の
も
と
、
七
飯
町
の
医
療
費
や
健
診
結
果
を
分
析
し
、
町
民
の
健
康
状
態
を
調
べ

ま
し
た
。

　

介
護
、
健
診
、
医
療
と
３
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
見
た
町
民
の
健
康
課
題
を

３
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

今
月
は
介
護
か
ら
見
た
町
民
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
で
す
。

七
飯
町
民
は
平
均
寿
命
と
健

康
寿
命
に
大
き
な
差
が
あ
る

　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
（
日
常
生
活

に
制
限
の
な
い
期
間
）
の
差
は
「
不
健

康
な
期
間
（
介
護
が
必
要
な
期
間
）」

を
意
味
し
ま
す
。
日
本
人
の
平
均
は
平

成
22
年
で
男
性
９
．
13
年
、
女
性
で

12
．
68
年
で
す
が
、
七
飯
町
で
は
男
性

で
14
．
０
年
、
女
性
で
20
．
０
年
の
差

が
あ
り
ま
す
。（
図
１
）
平
均
寿
命
と

健
康
寿
命
の
差

が
拡
大
す
れ
ば

医
療
費
の
負
担

や
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
期

間
が
増
え
る
な

ど
、
個
人
の
生

活
の
質
も
低
下

し
て
し
ま
い
ま

す
。

 

将
来
、
要
介
護
者
が
急
速
に
増

加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

　

高
齢
化
率
は
全
道
・
全
国
に
比
べ
高

く
、
平
成
２
年
の
15
．
０
％
か
ら
平
成

27
年
に
は
31
．
１
％
（
平
成
27
年
11

月
末
日
現
在
）
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

平
成
37
年
（
２
０
２
５
年
）
に
は
36
．

１
％
と
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。

　

25
年
後
（
２
０
４
０
年
）
に
は
高
齢

化
率
は
45
％
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
が
人
口
の
約
３
割
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
日
本
の
人
口
推
計
）
介
護
認
定

率
は
後
期
高
齢
者
に
な
る
と
上
昇
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
介
護
が
必
要
な
人
は

ま
す
ま
す
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

40
歳
か
ら
65
歳
未
満
（
介
護
保
険

第
２
号
保
険
者
）
の
要
介
護
認
定

者
の
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
原
因

の
半
数
以
上
は
脳
血
管
疾
患

　

平
成
25
年
度
介
護
保
険
第
2
号
被
保

険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
）
の
要
介

護
状
態
に
な
っ
た
原
因
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
脳
出
血
や
脳
梗
塞
な
ど
の
脳
血
管

疾
患
が
53
％
と
半
数
以
上
を
占
め
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
図
２
）

　

脳
血
管
疾
患
は
突
然
死
を
招
く
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。
近
年
、
医
療
の
進
歩

な
ど
に
よ
っ
て
死
亡
率
は
減
り
ま
し
た

が
、
一
命
を
と
り
と
め
て
も
、
何
ら
か

の
後
遺
症
を
残
す
人
が
多
い
で
す
。
脳

血
管
疾
患
の
誘
因
と
な
る
危
険
因
子
は

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
喫
煙
は
最
大
の

危
険
因
子
で
す
。
他
に
も
運
動
不
足
や

多
量
の
飲
酒
、
ス
ト
レ
ス
、
睡
眠
不
足

な
ど
の
生
活
習
慣
が
脳
血
管
疾
患
の
引

き
金
と
な
り
ま
す
。

 

介
護
の
情
報
か
ら
は

１
． 

働
く
世
代
の
脳
血
管
疾
患
に
よ
る

要
介
護
認
定
が
多
い

２
． 

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
が
大

き
い

　

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
健

康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
日
頃
か
ら

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ

い
か
、
今
後
の
「
い
き
い
き
健
康
」
で

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

来
月
は
、
P
ａ
ｒ
ｔ
2
特
定
健
康
診

査
の
結
果
か
ら
見
え
る
七
飯
町
民
の
健

康
状
態
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。



ご存じですか？「無期転換ルール」
無期転換ルールとは
●有期労働契約が反復更新されて通算５年を超え
たときは、労働者の申込みにより、期間の定めの
ない労働契約（無期労働契約）に転換できるルー
ルです。

事業主の皆様へのお願い
　無期転換ルールの導入に伴い、有期雇用労働者
が無期労働契約への転換前に雇止めとなる場合が
増加するのではないかとの心配があります。
　このため、事業主の雇用の安定がもたらす労働
者の意欲や能力の向上や、企業活動に必要な人材
の確保に寄与することなど、無期転換がもたらす
メリットについても十分にご理解いただき、雇止
めの判断に当たっては、その実際上の必要性を十
分慎重に検討のうえ、御対応いただくようお願い
します。

お問い合わせ先：北海道労働局労働基準部監督課
　　　　　　　　☎011‒709‒2311（代表）

要介護認定者の障害者控除対象者認定書について
　介護保険の要介護認定を受けている65歳以上の方で、身
体障害者手帳の交付を受けていない方のうち、寝たきりの状
態や認知症と認められる状態にあるなどの一定の要件に該当
する方は、障がい者に準ずる方として市町村長の認定を受け
ることにより、所得税や町・道民税の障害者控除を受けるこ
とができます。
　障害者控除対象者認定は、要介護認定において使用する情
報により判定することから、該当になると思われる方は、民
生部福祉課介護保険係にご相談ください。
※認定書は原則後日郵送となりますので、即日交付を希望さ
れる方は必ず事前にご連絡ください。
問民生部福祉課介護保険係　☎65‒2511　内線125

「オープンインターネットカレッジ」をご活用下さい。
　「オープンインターネットカレッジ」とは、北海道民が
「医療・健康情報をいつでも・どこでも・誰でも」気軽に学
べる環境を作るために、平成21年度に北海道が事業を整備
し、旭川医科大学が運営しています。
　インターネットにつながるパソコンがあれば、北海道メ
ディカルミュージアムでの講演を基にした「家庭の医学講
座」を受講することができます。 また北海道庁からのお知
らせについても紹介しています。
　「家庭の医学講座」では、中高年の目の病気・認知症のケ
アなど医師や看護師の講演が動画で視聴できます。ぜひ、ご
視聴下さい。（視聴は、インターネットにて、北海道メディ
カルミュージアムと入力して検索して下さい。）
▶「オープンインターネットカレッジ」
　Webサイト：https://oic.asahikawa-med.ac.jp
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介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
福
祉
の
担

い
手
を
育
成
す
る
事
を
目
的
に
、
介

護
職
員
初
任
者
研
修
を
開
講
し
ま
す
。

「
福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
」「
家
族
の

介
護
に
役
立
て
た
い
」「
将
来
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
為
に
取
得
し
た
い
」
方
に

お
勧
め
で
す
。

▼ 

定
員
／
15
名
（
先
着
順
）
※
定
員
に

達
し
な
い
場
合
は
開
講
を
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

▼ 

申
込
締
切
／
１
月
15
日

▼ 

研
修
期
間
／
１
月
18
日
〜
３
月
25
日

　

 

土
日
・
祝
日
を
除
く
午
後
６
時
30
分

〜
午
後
９
時
30
分

　

※ 

出
席
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
補
講

も
あ
り
ま
す

▼ 

研
修
場
所
／
地
域
密
着
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
ゆ
う
り
ん
Ⅱ
み
ど
り
ま
ち

　

３
階
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

七
飯
町
緑
町
３
丁
目
１
番
18
号

▼ 

対
象
者
／
七
飯
町
お
よ
び
近
隣
市
町

村
に
お
住
ま
い
の
方（
高
校
生
以
上
）

▼ 

受
講
料
／
８
０
，
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
・
消
費
税
込
み
）

　

※ 

分
割
払
い
あ
り
、
高
校
生
は

　
　

５
，
０
０
０
円
割
引
き

▼ 

申
込
方
法
／
希
望
者
は
電
話
に
て
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
等
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
後
日
、
申
込
書
を
お

送
り
し
ま
す
。

　

 

社
会
福
祉
法
人
七
飯
有
隣
会　

経
営

管
理
室
（
担
当　

小
甲
、
細
田
）

　

☎ 

66

－

６
６
７
７

　
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分
）

▼
主
催
／
社
会
福
祉
法
人
七
飯
有
隣
会

▼
後
援
／
七
飯
町



実施日 １ ２ ３

平成28年
１月27日 水

㈱寿フーズ 七飯町
役　場

ななえ
新病院

午前9時10分
～ 10時50分

午後0時20分
～ 3時

午後3時30分
～ 5時

－移動献血車運行予定表－

２月末まで！
乳・子宮頸・大腸がん検診無料クーポン券

　特定の年齢の方に送付済みの乳・子宮頸・大腸がん検診無
料クーポン券は、２月末が使用期限です。期限が近くなると
医療機関が大変混み合いますので、お早めにご予約の上、受
診してください。
検診区分 無料クーポン券有効期限

乳 が ん 検 診
平成 28 年２月 29 日まで

子宮頸がん検診

大腸がん検診
平成 28 年２月 29 日まで

※ 40歳・60歳の七飯町大腸がん検診無料
クーポン券は平成28年３月31日まで使
用できます。

３月末まで！
七飯町胃・肺・大腸・前立腺がん検診無料クーポン券

　平成27年４月１日時点で、40歳・60歳の方に送付済みの胃・
肺・大腸・前立腺（男性のみ）がん検診無料クーポン券は３
月末まで使用できます。受診方法や検診実施医療機関は、無
料クーポン券裏面に記載されています。２月の集団検診でも
使用できますので、有効期限内に受診してください。

検診区分 七飯町無料クーポン券有効期限
胃 が ん 検 診

平成 28 年３月 31 日まで
肺 が ん 検 診
大腸がん検診
前立腺がん検診

　転入や紛失などでクーポン券がお手元にない場合は、再交
付が出来ますので、お問い合わせください。
【申し込み・お問い合わせ先】
民生部子育て健康支援課保健予防係（保健センター）☎66‒2522

　集団検診では平日は忙しいという方でも、週末の土曜
日や日曜日の日程で、すべての検査項目を受けることが
出来ます。
　この機会を利用して、あなたとご家族の健康チェック
はいかがですか。

Q１．集団検診の日程や会場は？
A１．２月の日程・会場は以下のとおりです。
　２月６日（土）保健センター
　２月７日（日）大中山コモン

Q２．集団検診ではどんな検査が受けられるの？
A２． 対象年齢などの条件はありますが、以下の表の項

目を受けられます。
検診項目 対象年齢 自己負担額 検査方法

が ん
検 診

胃 30歳以上 2,000円 胃部エックス線検査
（バリウム検査）

肺
40歳以上

  500円 胸部エックス線検査
大 腸 1,000円 便潜血検査
前 立 腺   500円 血液検査

特 定 健 診 40～74歳
健康保険に
よって異な
ります。 身体計測・血液検査

尿検査・診察等
基 本 健 診 30～39歳

75歳以上 1,000円

肝炎ウイルス
40歳以上

（検査をしたこ
とがない方）

  500円
血液検査

エキノコックス 10歳以上 無料

Q３．どうやって申し込んだらいいの？
A３．七飯町保健センターに電話でお申し込みください。
　希望の会場や日時、検診項目に応じて、予約状況など
のご案内をいたします。
　また、町内の医療機関で個別に受けられるがん検診に
ついてもご案内いたします。

申込締切は
1月22日

お問い合わせ先：七飯町商工会　☎65－7111
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北海道新幹線新函館北斗駅、木古内駅で駅舎見学会が開催されました。
　12 月 10 日と 13 日、北海道新幹線の新函館北斗駅と木古内駅で駅舎見学
会が開催されました。
　駅舎建物はすでに完成しており、内部も開業に向けて準備が着々と進めら
れていました。新函館北斗駅は南口から入ると、エスカレーターがあり（エ
レベーターもあります）、2階に上ることができます。2階には新幹線と在来
線の改札口や「みどりの窓口（きっぷうりば）」があり、新幹線改札を抜け
ると広いコンコースとなっています。このコンコースから、エスカレーター・
階段・エレベーターで新幹線に乗るための 11 番・12 番ホームに下りられる
ようになっています。

      

北海道新幹線のダイヤが発表されました！新函館北斗・東京間は最速で４時間２分！
　３月 26 日に開業する北海道新幹線の運行ダイヤがＪＲ北海道か
ら発表されました。新函館北斗・東京間は最速で４時間２分、新函
館北斗・新青森間は最速で１時間１分となります。詳しくは、ＪＲ
北海道のホームページ等をご覧ください。

総合車両基地を町長が激励に訪れました。
　11 月 26 日、中宮町長が、北海道新幹線開業へ向けた準備を日々行っている
総合車両基地で働く職員の皆様を訪問、激励を行いました。「開業までもうす
ぐ、皆さん頑張ってください」という挨拶とともに、七飯町の特産品であるり
んごを贈呈しました。

北海道新幹線関係の求人情報 !
　北海道新幹線の開業に向けた求人情報です。詳しくはお問い合わせください。
【車両基地内での清掃業務】
　・北海道ジェイ・アール運輸サポート（株）新幹線事業所　　☎ 64-1672（平日午前 9時～午後 5時）
【弁当工場（函館みかど）での調理・盛付け等業務、新函館北斗駅店舗スタッフ業務】
　・北海道キヨスク（株）函館支店　　☎ 22-8826（平日午前 9時～午後 5時）

北海道新幹線開業日イベントも続々決定 !
　北海道新幹線の開業日である 3月 26 日（土）や翌日 27 日（日）には、新函館北斗駅
のほか道南各地で北海道新幹線の開業を祝い、歓迎するイベントが開催されます。
　七飯町では、新幹線で道外から来たお客様を町内に呼び込むため、JR大沼公園駅前
で歓迎イベントを開催します。バーベキューや七飯町特産品の販売、ステージイベント、
Ｈ５系ミニ新幹線の運行などを予定しています。
【新函館北斗駅前】ウェルカム !! 北海道ヴィレッジ、北斗おもてなし祭（31 日まで）
【木 古 内 駅 前】北海道新幹線木古内駅開業日イベント
【函 館 駅 前】祝 ! 北海道新幹線開業　つながるニッポン祭り
【大沼公園駅前】ようこそ新幹線 ! 大沼公園北海道新幹線歓迎イベント

もうすぐ！もうすぐ！　　北海道新幹線最新ニュース北海道新幹線最新ニュース
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学
童
保
育
ク
ラ
ブ
等
で
勤
務
を
希
望
す
る
方
の
登
録
を
受
付

け
し
ま
す
。
保
育
士
や
教
員
等
の
資
格
が
あ
る
方
が
応
募
要
件

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
多
数
と
な
っ
た
場
合
に
は
希
望
に
添
え
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

一
度
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
再
度
の
登
録
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

1
募
集
職
種

　

放
課
後
児
童
支
援
員

2
応
募
条
件
等

■
応
募
条
件

・ 

勤
務
先
に
通
勤
可
能
な
心
身
と
も
に
健

康
な
方

・ 

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
小
学
校
教

諭
、
養
護
教
諭
ま
た
は
児
童
の
遊
び
を

指
導
す
る
者
の
資
格
を
有
す
る
方

■
登
録
期
間
／
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

※ 

次
年
度
へ
継
続
し
て
登
録
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

■
勤
務
先

・
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

（
七
飯
町
大
中
山
２
丁
目
１
番
６
号
）

・
な
の
は
な
ク
ラ
ブ

（
七
飯
町
大
中
山
２
丁
目
１
番
６
号
）

・
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ

（
七
飯
町
本
町
３
丁
目
13
番
27
号
）

・
あ
い
り
す
ク
ラ
ブ

（
七
飯
町
本
町
３
丁
目
13
番
27
号
）

■ 

勤
務
日
／
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の

週
２
、
３
日
程
度

■
勤
務
時
間

　
（
平　

日
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

　
（
土
曜
日
）
午
前
８
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※ 

小
学
校
が
休
業
の
場
合
の
勤
務
時
間
は

土
曜
日
と
同
じ
に
な
り
ま
す

※ 

１
日
に
８
時
間
以
上
の
勤
務
と
な
る
場

合
は
１
時
間
休
憩
が
あ
り
ま
す

※
時
差
出
勤
あ
り

■
賃
金
／
時
給
８
０
０
円

※ 

１
日
に
８
時
間
以
上
の
勤
務
と
な
っ
た

場
合
、
休
憩
時
間
を
除
き
８
時
間
を
超

え
た
時
給
に
つ
い
て
は
、
１
，
０
０
０
円

※ 

末
日
締
め
で
翌
月
21
日
支
払
い
と
な
り

ま
す

■
保
険
等
／
労
災
保
険
の
適
用
と
な
り
ま
す

■ 

業
務
内
容
／
子
ど
も
の
健
康
管
理
、
安

全
の
確
保
、
学
習
活
動
へ
の
援
助
、
遊

び
へ
の
支
援

3
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
民
生
部
子
育
て
健
康
支
援

課
子
育
て
支
援
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に

提
出
し
て
下
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
書
類
の

返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

《
提
出
書
類
》

① 

七
飯
町
パ
ー
ト
保
育
士
・
放
課
後
児
童

支
援
員
登
録
票

※ 

保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

② 

保
育
士
、
教
員
、
養
護
教
員
、
児
童
の

遊
び
を
指
導
す
る
者
の
い
ず
れ
か
の
資

格
の
わ
か
る
書
類

4
選
考
方
法

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
面
接
試
験
を
実
施
し

て
選
考
し
ま
す
。

5
お
問
い
合
わ
せ
先

　

民
生
部
子
育
て
健
康
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
66

－

２
５
２
１

建設工事等入札結果の公表（11月入札分）
発注担当課 入札執行年月日 工事名又は委託業務名 請負業者名 契約金額

（税込）
予定価格
（税込）

落札
比率

参加
業者数 完成又は委託期限

土　木　課

平成27年11月10日 大中山９号線改良舗装工事 ㈱ 相 互 建 設 23,976,000円 25,596,000円 93.7% 4 社 平成28年 3月22日
平成27年11月16日 藤城７号線排水整備工事 光 興 業 ㈱ 7,344,000円 7,678,800円 95.6% 6 社 平成28年 3月22日
平成27年11月16日 桜町１６号線改良舗装工事 ㈲ケイエムティ・コマツ 4,730,400円 4,989,600円 94.8% 5 社 平成28年 2月 1日
平成27年11月18日 湯出川遊水地概略設計委託業務 ㈱ 東 鵬 開 発 9,180,000円 9,784,800円 93.8% 4 社 平成28年 3月18日
平成27年11月18日 大七沢川護岸補修工事 東 栄 興 業 ㈱ 4,546,800円 4,806,000円 94.6% 5 社 平成28年 2月29日
平成27年11月25日 大沼８号線歩道整備工事 水 島 道 路 ㈱ 5,778,000円 6,069,600円 95.2% 6 社 平成28年 3月22日

農林水産課 平成27年11月 4日 緑町地区排水路整備工事 ㈱久慈製作所 4,536,000円 4,860,000円 93.3% 5 社 平成28年 1月20日
都市住宅課 平成27年11月 9日 みどり児童公園施設改築工事 ㈱ 東 商 建 設 4,190,400円 4,363,200円 96.0% 4 社 平成28年 1月29日

水　道　課 平成27年11月 4日 道道大野大中山線改良工事に伴
う支障物件移設工事 ㈱ 久 慈 製 作 所 1,404,000円 1,479,600円 94.9% 3 社 平成27年12月25日



○募集期間／平成28年１月12日（火）～１月22日（金）（期間厳守）
○申 込 先／各学童保育クラブ、民生部子育て健康支援課子育て支援係（保健センター内）
○ 申込書は、１月６日（水）から各学童保育クラブ又は民生部子育て健康支援課子育て支援係（保健センター内）
にて配布します。

○対象児童／①保護者が就労している児童
　　　　　　②疾病等の理由で保護者が不在の児童
　　　　　　③保護者が親族の介護等で、家庭で適切な保育を受けられない児童
○開所時間／月曜日から金曜日 : 下校時から午後７時（午後６時から午後７時は延長保育）
　　　　　　小学校の休業日 : 午前８時から午後７時（午後６時から午後７時は延長保育）
　　　　　　休日 : 日・祝日と年末年始（12月31日から１月５日）
○募集人数

クラブ名 開設場所 定員 電話
① たんぽぽクラブ 本町3丁目13番27号（旧駅前振興会館）30人 65-6841
② あいりすクラブ 本町3丁目13番27号（旧駅前振興会館）30人 65-6841
③ ひまわりクラブ 大中山2丁目1番6号（旧大中山公民館） 40人 65-2888
④ なのはなクラブ 大中山2丁目1番6号（旧大中山公民館） 40人 65-2888
⑤ あおぞらクラブ 字藤城9番地2（藤城公民館） 30人 64-2411
⑥ サルビアクラブ 字峠下159番地2 20人 64-5727
⑦ 沼っ子クラブ 字大沼町699番地（旧大沼公民館） 30人 67-5656

○その他
・各クラブとも開設日の午後５時30分ころまで自由に見学できます。
・  入会は審査により決定します。審査時の優先順位は、①低学年②障がい児（身体障害者手帳・療育手帳の交付を
受けている方、特別支援学級児童等）③継続して入会される方④新１年生以外の新規

　なお、定員数の関係から入会についてご希望に添えない場合もありますので予めご了承願います。
　※町税等に滞納がある場合は、学童保育クラブの入会審査対象外となります。
・ 町には小学校区に学童がない家庭に対して、学童へ通所させるための交通費を一部補助する制度があります。詳
細は、民生部子育て健康支援課子育て支援係までお問い合わせください。

●お問い合わせ先／民生部子育て健康支援課子育て支援係　☎66‒2521

○学童保育料
・児童1人当たり月額7,000円
・ 兄弟割引（2人目以降1人月額
3,500円）
・ 減免制度（生活保護、準要保護
世帯半額）あり
○延長保育料
　 午後6時を超えて保育を行った場
合は、児童1人につき日額200円

　七飯町学童保育クラブでは、28年度の
入会児童を募集します。募集対象は放課後
の一定時間、家庭で安全に保護されない次
に該当する児童です。

～新しい主任児童委員を紹介します～
　新しい民生委員児童委員が委嘱され
ました。
　民生委員児童委員は、法律に基づ
き、厚生労働大臣・北海道知事・七飯
町長から委嘱された非常勤の地方公務
員です。児童問題を専門に担当する主
任児童委員も配置しています。
　秘密は固く守られますので、暮らし

のこと、困ったこと、悩みごとなど、お気軽にご相談くだ
さい。また、地域の実態把握等のため、お宅を訪問するこ
ともありますのでご理解とご協力をお願いします。
お問い合わせ先／民生部福祉課地域福祉係☎65‒2514

主任児童委員
庭　田　絵美子
主な担当地区
大沼地区

● 七飯町国際交流員クリス先生と外国語指導助手
ベン先生と一緒に遊びを通しアメリカの文化・
英語を学ぶ異文化学習。
▶開催日時／平成28年１月14日（木）
　　　　　　午前10時～午後３時30分
▶開催場所／大沼国際セミナーハウス ネイパルの森
▶参加対象者／小学４・５・６年生 

（ 七飯町以外の小学校に通われてい
るお子様でも参加可能です。）

　※送迎バスがありますので、詳しくはご連絡ください。
▶定　　員／20名程度（定員に達し次第締め切ります）
▶参 加 費／1,000円
　　　　　　（傷害保険、昼食代、ネイパルの森使用料込）
▶持 ち 物／ 保険証のコピー、飲み物、着替え（野外

アクテイビテイーがありますので暖か
い格好でお越し下さい。）

▶申込締切／平成28年1月11日（祝・月）
▶主　　催／（一財）北海道大沼国際交流協会
▶お申し込み・お問い合わせ先／☎67－3950
　 年末年始（12月31日～１月５日まで休館日以外
土・日・祝日申込み可能です。）
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◇確定申告受付・相談事務臨時職員の募集について◇

お問い合わせ先　総務部税務課　課税係（☎６５－２５１５）

資
格
要
件

学 歴 要 件 問いません
年 齢 要 件 問いません
住 所 要 件 等 町内に住所を有している心身ともに健康な方
資格・免許等 パソコン入力が出来る方（確定申告・年末調整事務経験者歓迎）

採 用 予 定 人 員 ８名
雇 用 期 間 平成２８年１月２６日（火）～平成２８年３月２５日（金）
選考方法及び試験日 面接試験　試験日：平成２８年１月２０日（水）午前１０時００分から
提 出 書 類 履歴書　（市販の履歴書を使用して下さい。なお、提出された履歴書は返却いたしません。）

提出期限及び提出先 提出期限：平成２８年１月１２日（火）当日消印有効
提 出 先：〒041－1192　七飯町本町６丁目１番１号　七飯町役場　総務部税務課　課税係

【雇用条件等の詳細】

就 業 の 場 所 七飯町役場本庁舎：七飯町本町６丁目１番１号　　大中山コモン：七飯町大中山３丁目２７５番地２
業 務 の 内 容 確定申告受付・相談業務に従事
勤 務 時 間 始業 午前８時３０分　～　終業 午後５時１５分　　※事業、行事等によって変更あり。
休 憩 時 間 午後０時００分　～　午後１時００分　　※事業、行事等によって変更あり。
時 間 外 勤 務 無し
休 日 勤 務 無し
休 日 毎週土・日曜日、国民の祝日
休 暇 １. 年次有給休暇　無し　　　２. その他の休暇　無し
賃 金 日給　６，０００円（通勤手当あり）　　賃金締切日：毎月月末　　賃金支給日：翌月２１日

退 職 １. 雇用期間の満了　　　２. 自己都合（退職する３０日以上前に届け出ること）
３. 解雇事由の発生（法令その他に反する行為等）

そ の 他 １. 社会保険の加入　無し　　　２. 雇用保険の適用　有り　　　３. その他
・その他の勤務条件等は、七飯町定数外職員取扱要綱のほか、正規職員に準ずる。

英
会
話
講
座

▶クラス／ 入門～上級の５つのレ
ベル（９クラス）

▶定　員／各クラスとも12名
▶受講料／8,000円
　　　　　（賛助会員4,000円）

～ 姉妹都市アメリカ・コンコード
町出身の 2人の先生と楽しく
英語を学ぶ講座

定員になり次第締め切ります。　▶申込方法／お電話でお申込み下さい。共通事項

申
込
番
号

ク  ラ  ス 開 講 時 間 講　師 開講日 会　場 第1回目

①

英　

会　

話

初中級

クリス
（国際交流員）

毎週火曜 大中山コモン 1/26
② 初　級

③ 中　級

④ 上　級

⑤ 中　級

毎週水曜 文化センター 1/27

⑥ 入　門

⑦ 初中級

⑧ 初　級

⑨ 上　級 ベン
（外国語指導助手 )

⑩ キ
ッ
ズ

英
会
話

小学低学年 函館児童
英語研究会 毎週火曜 文化センター 1/12

⑪ 小学高学年

⑫ 韓 

国 

語

入　門

申 東煥 毎週土曜 文化センター 1/23⑬ 初　級

⑭ 中　級

（一財）北海道大沼国際交流協会（大沼国際セミナーハウス）☎６７－３９５０
※見学はご相談下さい　（賛助会員についてはお問い合わせ下さい）

主　催
お問い合わせ先

▶クラス／低学年（１～３年生）
　　　　　高学年（４～６年生）
▶定　員／各クラスとも10名
　　　　　（ ５名以下でキャンセ

ルの場合あり）
▶受講料／3,000円

～ 遊びながら楽しく英語を学ぶ小
学生向け講座ですキ

ッ
ズ
英
会
話

▶クラス／ 入門・初級・中級の
　　　　　３クラス
▶定　員／各クラスとも10名
　　　　　（ ５名以下でキャンセ

ルの場合あり）
▶受講料／8,000円
　　　　　（賛助会員4,000円）

～ 教科書を使いながらハングルで
の読み書きや文法、会話などを
ゆっくり学べる講座韓

国
語
講
座

１月号広報 14
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■
七
飯
町
文
化
団
体
協
議
会
へ

　

七
飯
更
生
保
護
女
性
会　

様

■
七
飯
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

佐
々
木　

岩
夫　

様

　

七
飯
更
生
保
護
女
性
会　

様

■
七
飯
町
へ

　

七
飯
町
商
工
会
女
性
部
（
副
部
長
工
藤

な
な
子
）
様
よ
り
、
防
災
対
策
に
対
す
る

寄
付
金
が
あ
り
ま
し
た
。
防
災
対
策
に
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
11
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
市
開
催

○ 

平
成
28
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
（
各
社
名
入

り
）
を
格
安
に
て
販
売
い
た
し
ま
す
。

売
上
金
は
全
て
七
飯
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
い
た
し
ま
す
。

▼
と
き
／
平
成
28
年
1
月
7
日
㈭

　

午
前
8
時
〜
正
午

▼
場
所
／
三
嶋
神
社
境
内

○ 

紙
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
使
用
予

定
が
な
い
平
成
28
年
版
の
カ
レ
ン
ダ
ー

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
譲
り
く
だ
さ

い
。
左
記
の
所
で
集
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
当
日
会
場

ま
で
ご
持
参
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

▼ 

大
沼
地
区
／（
元
）さ
と
う
歯
科
医
院

（
佐
藤
自
宅
）

▼ 

峠
下
〜
桜
町
地
区
／
宝
琳
時
・
㈱
シ
ン

オ
シ
マ

▼ 

本
町
地
区
／
奴
寿
司
・
宮
村
内
科
医
院
・

㈲
石
川
ア
ル
ミ
・
三
嶋
神
社
・
藤
建
設

工
業
㈱
・
㈱
な
な
え
葬
祭
・
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
七
飯
店
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
七

飯
本
町
店
・
向
井
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼ 

大
川
地
区
／
カ
ワ
マ
タ
ビ
ル
ド
㈱
・
㈱

グ
リ
ー
ン
オ
オ
モ
リ

▼ 

函
館
市
内
／
㈱
建
築
企
画
山
内
事
務
所

（
函
館
市
本
通
2
丁
目
21
）・
み
な
と
内

科
脳
外
科
医
院
（
函
館
市
亀
田
港
町

38
）・
レ
イ
ン
ボ
ー
薬
局
各
店
・
㈲
コ
ー

ユ
ー
（
函
館
市
港
町
3
丁
目
10
番
1
）

○
主
催
／
七
飯
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

○
共
催
／
七
飯
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
局

○ 

お
問
い
合
わ
せ
先
／
☎
65

－

２
１
３
６

（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
七
飯
店　

菅
原
）

日
頃
の
悩
み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

定
例
法
律
相
談

　

金
銭
の
貸
借
や
相
続
問
題
、
離
婚
、
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
、
交
通
事
故
等
、
様
々
な
悩

み
に
函
館
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
が
応

対
し
ま
す
。

　

原
則
「
毎
月
第
４
月
曜
日
」
の
定
期
開

催
と
な
っ
て
お
り
、
相
談
時
間
は
30
分
で

事
前
予
約
制
で
す
が
当
日
の
受
付
も
可
能

で
す
。

　

ま
た
、
相
談
は
無
料
で
相
談
内
容
は
秘

密
厳
守
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

■ 

相
談
担
当
者
／
函
館
弁
護
士
会
所
属
弁

護
士

■ 

開
設
日
時
／
１
月
25
日
㈪
午
後
１
時 

〜 

午
後
４
時

■ 
開
設
場
所
／
七
飯
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

２
０
１
会
議
室

■ 
予
約
先
／
函
館
弁
護
士
会　

担
当
者
：

山
口　

☎
41

－

０
２
３
２

● 

お
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
部
総
務
財
政

課
総
務
係　

☎
65

－

５
７
９
１（
直
通
）

※ 

予
約
さ
れ
る
場
合
は
直
接
、
函
館
弁
護

士
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

林
秀
樹
氏
が

北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞

　

元
七
飯
町
議
会
議
員
で
あ
る
林
秀
樹
氏

が
、
永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
進
展
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
北
海
道
社
会

貢
献
賞
（
自
治
功
労
）
を
受
賞
さ
れ
、
12

月
11
日
に
七
飯
町
役
場
に
お
い
て
、
古
屋

義
則
北
海
道
渡
島
総
合
振
興
局
副
局
長
か

ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

森
下
英
治
氏
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　　

人
権
擁
護
委
員
で
あ
る
森
下
英
治
氏

が
、
永
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
活
動
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
法
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
、
12
月
14
日
に
函
館
地
方
法

務
局
に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人権擁護委員はあなたの町の身近な相談相手

　相隣間のトラブルや 、ＤＶなど家庭内における
問題をはじめとする身近な人権問題の困りごと、心
配ごとに七飯町人権擁護委員が応じます。
　相談は無料で、相談の内容は秘密厳守です。どう
ぞお気軽にご利用ください。
■相談担当者／七飯町人権擁護委員
■日　　　時／１月１８日（月）午後１時～３時
■会　　　場／七飯町文化センター　201会議室
●問い合わせ先／総務部総務財政課総務係　☎ 65‒5791（直通）

皆さまの声を行政に届けます。

　皆さまからの国等の仕事に関する苦情などの相談をお受けし、
助言や関係行政機関への通知などを行っています。
　相談は無料で、皆さまの暮らしに関することを広く受け付けて
おりますので、お気軽にご相談下さい。
■相談担当者／七飯町行政相談委員
■日 時／１月１２日（火）、２６日（火）
　　　　　　　午前１０時 ～ 正午
■会 場／七飯町文化センター　２０３会議室
●お問い合わせ先／総務部総務財政課総務係　☎ 65‒5791（直通）

「
地
域
サ
ロ
ン
・
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
会
」

語
り
合
う
会
（
座
談
会
）

▼
1
月
の
座
談
会（
情
報
交
換
会
）の
内
容

①
日
時
：
平
成
28
年
1
月
9
日
㈯

　

時
間
／
午
後
1
時
か
ら
午
後
2
時
ま
で

　

テ
ー
マ
「
日
頃
の
介
護
の
悩
み
は
…
」、

　
「
介
護
を
す
る
人
、
さ
れ
る
人
」

　

 　

介
護
は
短
距
離
走
で
な
く
マ
ラ
ソ
ン

レ
ー
ス
で
す
。
独
り
で
の
介
護
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
介
護
保
険
の
仕
組
み
、

悩
み
を
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

②
日
時
／
平
成
28
年
1
月
16
日
㈯

　

時
間
／
午
後
1
時
か
ら
午
後
2
時
ま
で

　

 

テ
ー
マ
「
冬
、
自
宅
で
の
入
浴
は
危
な

い
の
？
」、「
入
浴
と
身
体
と
の
関
係
」

　

 　

意
外
と
危
険
な
自
宅
で
の
入
浴
。
交

通
事
故
死
よ
り
多
い
こ
と
知
っ
て
る
…

③
日
時
／
平
成
28
年
1
月
23
日
㈯

　

時
間
／
午
後
1
時
か
ら
午
後
2
時
ま
で

　

 

テ
ー
マ
「
物
忘
れ
と
認
知
症
と
ど
こ
が

違
う
の
？
」、「
認
知
症
と
正
し
く
向
き

合
う
」

　

 　

認
知
症
と
物
忘
れ
は
違
う
の
？
古
く

て
新
し
い
話
を
わ
か
り
易
く
…

④
日
時
／
平
成
28
年
1
月
30
日
㈯

　

時
間
／
午
後
1
時
か
ら
午
後
2
時
ま
で

　

 

テ
ー
マ
「
雪
か
き
の
運
動
量
は
…
」、

「
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
く
む
コ
ツ
…
」

　

 　

意
外
と
わ
か
ら
な
い
運
動
量
。
危
険

性
も
意
外
と
身
近
に
あ
り
ま
す
…

▼ 

場
所
／
天
然
温
泉
ゆ
う
ひ
の
館
（
七
飯

本
町
４
丁
目
6
番
1
号　

駐
車
場
あ
り
）

▼ 
主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
介
護
医
療
支

援
機
構　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
ち
く
さ

　

☎
64 

－

１
１
２
６

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｎ
Ａ
Ｏ
み
ち
く
さ
」

　

http://naom
itikusa.hokkaido.jp

▼ 

後
援
／
七
飯
町　

七
飯
町
社
会
福
祉
協

議
会



日　時　平成２８年１月１０日（日）　午後１時３０分から
　　　　　　※受付時間は午後１時～午後１時２０分まで

場　所　七飯町文化センター　パイオニアホール

対象者　本年度、新成人を迎える人（平成７年４月２日～平成８年４月１日までに生まれた人）

その他　 進学・就職などのため現在七飯町内に住所がない人
でも、七飯町内の学校に在籍していたことがある人
は、式典に参加することができます。

　　　　　生涯教育課までご連絡ください。
　　　　　　　※ 七飯町内に住所のある対象者には、すでに

１１月下旬に案内文書を送付しています。
【お問い合わせ先】
　教育委員会生涯教育課　☎６６－２０６８

ご 案 内 文 書 は お 手 元 に 届 き ま し た で し ょ う か。
七 飯 町 成 人 式 式 典 会 場 で 新 成 人 の み な さ ん の 参 加 を お 待 ち し て お り ま す。
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１

ミ
ニ
テ
ニ
ス
体
験
会

　
「
ミ
ニ
テ
ニ
ス
体
験
会
」
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
を
使
用
し
、
ダ

ブ
ル
ス
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

▼ 
日
時
／
２
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
〜
12

時
▼
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
／
小
学
４
年
生
以
上
一
般
男
女

　

※ 

七
飯
町
在
住
か
在
勤
者
に
限
り
ま

す
。

▼ 

定
員
／
20
名　

※
ラ
ケ
ッ
ト
貸
し
出
し

ま
す
。

▼
参
加
費
／
１
０
０
円（
保
険
代
を
含
む
）

▼ 

持
ち
物
／
上
靴
、
飲
み
物
、
汗
拭
き
タ

オ
ル

▼
受
付
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
65

－

４
１
１
６

▼ 

申
込
締
切
／
１
月
22
日
㈮　

午
後
５
時

ま
で

▼ 

お
問
い
合
わ
せ
／
七
飯
町
ミ
ニ
テ
ニ
ス

協
会
事
務
局

　

佐
野
（
☎
65

－

７
１
０
７
）

第
５
回

な
な
え
チ
ビ
ッ
コ
雪
ま
つ
り
開
催

▼  

開
催
日
時
／
2
月
21
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

▼ 

開
催
場
所
／
あ
か
ま
つ
公
園
（
国
道
5

号
線
、
あ
か
ま
つ
街
道
沿
い
）

▼ 

開
催
内
容
／
巨
大
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
台
、

氷
の
滑
り
台
や
雪
上
を
走
る
バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト
乗
船
体
験
の
ほ
か
、
そ
り
滑
り

や
各
種
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
め
ま

す
。
来
場
者
に
は
姉
妹
町
の
香
川
県
三

木
町
う
ど
ん
無
料
提
供
（
先
着
３
０
０

名
）や
各
種
飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
ご
用
意
。

冬
場
の
運
動
不
足
解
消
に
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
、
直
前

折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先
／
な
な
え
チ
ビ
ッ
コ
雪

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　

七
飯
町
商
工
会
内　

☎
65

－

７
１
１
１

平
成
28
年
度
入
校
生
の
追
加
募
集

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の
入
校
生

（
訓
練
期
間
１
年
又
は
２
年
間
）
追
加
募

集
を
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
当
校
又
は
最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〒
０
７
３

－

０
１
１
５　

砂
川
市
焼
山
60

番
地

☎
０
１
２
５

－

52

－

２
７
７
４

鯖
０
１
２
５

－

52

－

９
１
７
７

「
実
践
創
業
塾
」
参
加
者
募
集

　

七
飯
町
で
創
業
予
定
の
方
、
創
業
後
間

も
な
い
方
、
業
務
転
換
や
新
規
事
業
へ
の

進
出
を
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に
、
よ
り

優
れ
た
事
業
計
画
の
作
成
を
目
指
す
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
程
／
◇
前
期
２
月
９
日
㈫
・
10
日
㈬

（
２
日
間
）
◇
後
期
３
月
24
日
㈭
・
25

日
㈮
（
い
ず
れ
か
１
日
・
前
後
期
セ
ッ

ト
受
講
）

▼
会
場
／
函
館
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
函
館
市
桔
梗
町
３
７
９
番
地
３
２
）

▼
定
員
／
15
人
（
申
込
順
）

▼ 

申
込
み
／
１
月
15
日
㈮
ま
で
に
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
／
☎
34

－

２
５
６
１

公
民
館
講
座
作
品
展
を
開
催

　

公
民
館
講
座
受
講
生
の
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

洋
裁
・
水
彩
画
・
日
本
画
・
書
道
・
か

な
書
道
・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・
ポ
ル
ト
ガ

ル
刺
繍
・
花
あ
そ
び
・
生
け
花
な
ど
多
数

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
／
１
月
20
日
㈬
〜
26
日
㈫

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

▼ 

場
所
／
七
飯
町
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ

リ
ー



『  

　
　
　
　
　
』

出
前
出
張
所
』』』』
所所所所所所所所所所所所
張張張張張張
所
張
所

　

住
民
福
祉
向
上
の
た
め
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
、
外
出
す
る
こ
と
が
困

難
な
住
民
の
方
を
対
象
と
し
て
、
住
民

票
の
写
し
等
の
証
明
書
を
ご
自
宅
へ
訪

問
し
て
交
付
す
る
宅
配
サ
ー
ビ
ス
『
出

前
出
張
所
』
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
発
行
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

・ 

戸
籍
謄
本
・
抄
本（
本
籍
が
七
飯
町
の
方
）

・
印
鑑
証
明
書（
印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち
の
方
）

・
税
証
明
書（
所
得
・
課
税
・
納
税
）

■
ご
利
用
対
象
者

一
人
で
外
出
が
困
難
で
、
代
理
人
に

よ
る
申
請
が
出
来
な
い
方
の
う
ち
、

次
に
該
当
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

▼
障
が
い
者
等
の
い
る
世
帯
の
方

　

身
障
手
帳
１
〜
２
級
、
療
育
手

帳
Ａ
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
又
は

要
介
護
認
定
３
〜
５
を
受
け
て
い

る
方
の
い
る
世
帯

▼
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯
の
方

▼ 

妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
、
又
は
一
歳

未
満
の
お
子
様
が
い
る
世
帯
の
方

▼
そ
の
他

■
お
申
し
込
み
方
法

電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
フ
ァ
ッ
ク

ス
専
用
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
お
申
し
込
み
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

問
民
生
部
住
民
課
総
合
窓
口
係

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
65
―
２
５
１
２

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
66
―
２
０
４
６

節電のご協力を
お願いします。

　2015年度冬季の電力需給は、家庭における節電の定着等により、
北海道電力管内においては、安定供給に必要とされる予備率３％以
上を確保できる見通しですが、大規模な発電所のトラブルが発生し
た場合には、安定供給ができない可能性が懸念されます。
　町民の皆様におかれましては、安全・安心な生活を守るため、ご家
庭での無理のない範囲での節電にご協力をよろしくお願いします。

　※ 定着節電として見込まれる2010年度最大電力比
▲5.9％を目安にご協力願います。

Ｈ27.12.1（火）～Ｈ28.３.31（木）
平日 午前８時～午後９時
※Ｈ27.12.29（火）～31（木）を除く

冬
の
ご
家
庭
で
の

 

消
費
電
力
（
19
時
）

冬
の
北
海
道
に
お
け
る

　

平
日
の
ご
家
庭
で
の

 

電
気
の
使
わ
れ
方

 

（
イ
メ
ー
ジ
）

　照明・冷蔵庫・テレビ等を
中心に、普段お使いの電気製
品について節電のご協力をお
願いします。
　なお、具体的な節
電対策等について
は、北海道のホーム
ページをご利用願い
ます。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kke/shouene-setuden.htm

電気の子メーターの有効期限が過ぎていませんか？
　貸しビルやアパートなどに設置している証明用電気計器（子メー
ター）は、計量法（第16条）で定める検定の有効期間内のものでなけ
れば使用できません（罰則規定172条）。
　有効期限は、計器類に添付している「検定ラベル」や「検定票」
に表示してありますのでご確認ください。
お問い合わせ先：日本電気計器検定所北海道支社　☎011－668－2437

　北海道のラムサール条約登録湿地で作る団体
「北海道ラムサールネットワーク」では、子ども
向けの湿地普及啓発ツールとして『北海道しめっ
ちカルタ』を作成します。このカルタの最大の目
玉は読み札・取り札を小学生と中学生から募集す
るという点です。優秀賞や各13湿地賞などそれぞ
れの湿地の特産品が当たる可能性も外詳しくは下
記の特設HPをご覧になるか、大沼ラムサール協
議会事務局まで連絡ください。
特設HP : https://wetlandkaruta.wordpress.com/
大沼ラムサール協議会　☎67‒5855
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名門チェコ・フィルの名手たちが贈る、しあわせ一杯のひと時

チェコ・フィル
ストリングカルテット

ところ：七飯町文化センターパイオニアホール

チケット発売
　七飯町文化センター・大中山コモン・大沼婦人会館
　藤田商店・黒べこレストラン・冨原商店・函館市民会館
　函館市芸術ホール・松柏堂プレイガイド
　北斗市総合文化センター
　（ＰＣ＆携帯）イープラス http://eplus.jp

と　き：平成２８年３月５日（土）
　　　　　開場 午後１：３０　開演 午後２：００

入場料：全席指定　前売り２，５００円
　　　　※未就学児のご入場はご遠慮願います。
　　　　　前売券が完売した場合当日券の販売はありません。

お問い合わせ先：七飯町文化協会　☎６６－２０６６

七飯町民スポーツスキー交流大会兼
記録会参加者募集中！

◆日時／平成28年１月17日（日）
　　　　受付 午前9：00　開会式 午前9：30（Ｄ線リフト乗り場前）
◆場所／ニヤマ高原スキー場（Ｄ線リフト）
◆種別／①男子の部　小学生（低学年・中学年・高学年）
　　　　　　　　　　一　般（60歳未満・60歳以上）
　　　　②女子の部　小学生（低学年・中学年・高学年）
　　　　　　　　　　一　般（25歳未満・25歳以上）
◆競技方法／ 全日本スキー連盟規則に準じて行い、１人２回の

タイムレースの予定とします。（スノーボードも可）
◆大会内容／スキー大回転　距離約500ｍ、予定旗門数14
◆参加資格／①七飯町民または七飯町内勤務者とします。
　　　　　　② スポーツ安全保険等何らかの傷害保険に加入し

ていること。
◆参加料　無料（リフト券は各自で購入してください）
◆申込方法
スポーツセンターに、平成28年１月11日（月祝）午後５時ま
でに申し込んでください。（電話可。申し込み内容―氏名、
性別、年齢、住所、電話番号、参加種別）

◆その他
① 競技者は、スキーブレーキ、帽子または
ヘルメット、手袋を着用してください。
② 大会中のケガについては、応急手当
のみとなります。

③ スキーを楽しみ、健康増進を目指しま
す。かんたんなコースです。自分のペー
スで滑り、みんなで楽しみましょう。

▶お問い合わせ先　スポーツセンター　☎65‒4116◀

第40回

「大沼寒感カフェ＆アクティビティ」
冬の大沼公園まるかじりプラン

　湖が凍結し、一面、銀世界となる冬の大沼公園で、冬の
寒さを楽しむ寒感プランと、冬のポカポカを実感できる暖
暖プランに利用できるお得なチケットを期間限定で販売し
ます。寒感プランは、氷のカフェ＆バー、スノーシューツ
アー、雪上バーベキュー、ワカサギ釣りや、スノーモービ
ルなど、暖暖プランは、暖炉のあるレストランで冬の辛メ
ニュー、七飯町特製スープでご利用できます。ぜひ、冬の
大沼に遊びにいらしてください。

▌料　　金：2,500円
※ チケット５枚つづりでメニューに
よって必要枚数が異なります

▌販売期間：平成28年１月23日（土）～２月28日（日）
　　　　　　　※金土日祝のみ
▌販売場所：大沼国際交流プラザ（大沼観光案内所）、
　　　　　　大沼公園広場
▌販売主体：大沼体験観光づくり実行委員会
▌Ｈ　　Ｐ：http://onumakouen-plan.jimdo.com/
▌お問い合わせ：大沼国際交流プラザ　☎67－2170

▌料 金 円

北方領土返還要求署名にご協力を
　日本固有の領土である択捉島、国後島、色丹島及び歯舞群島の
早期返還の実現は、道民はもとより国民の長年にわたる悲願です。
　町では、次の場所に署名コーナーを設置しますので、返還要求
の署名にご協力ください。七飯町から集まった署名は、北海道を
通じて国会に提出され、北方領土返還に向けた活発な外交交渉の
展開を後押しすることに活用されます。
【北方領土署名コーナー】
▶期間　北方領土の日特別啓発期間（平成28年１月21日～２月20日）
▶場所／ 役場庁舎・七飯町文化センター・大中山コモン・大沼国

際交流プラザ・七飯町健康センター（アップル温泉）
問総務部総務財政課総務係　☎65‒5791
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通
信

大沼ラムサール隊活動大沼ラムサール隊活動

　大沼流域に住む小学生を対象にした大沼ラムサール隊。大沼ラムサール隊では、８月に洞爺湖
に行き水質調査を体験するイベントに参加しました。当日は酪農学園大学の先生や学生、洞爺湖
ビジターセンター職員の方の助けを借りながら専門的な道具を使った調査を行いました。当日は
快晴でラムサール隊員は、さっそうと湖上を走るボートの上でとても気持ちよさそうでした。

お問い合わせ先　大沼ラムサール協議会　☎67－5855

　七飯町スポーツ推進委員協議会は、各種スポーツのイベント、
教室、スポーツ少年団事業等の運営や審判、講師として活動し
ております。地域総合スポーツクラブ「ぷらっと」の運営も併
せて行っていますので、お気軽にご参加ください。

全国スポーツ推進委員優良団体表彰　受賞
　七飯町スポーツ推進委員協議会が長年にわたり地域のスポー
ツ振興に顕著な業績を挙げ、地域住民の健康、体力の向上・維
持に貢献している団体であると認められ、全国スポーツ推進委
員優良団体表彰を受賞いたしました。

文部科学大臣スポーツ推進委員功労者表彰、30年勤続表彰 受賞
　スポーツ推進委員協議会会
長、田本正彦氏が長年にわたり地
域における各種スポーツ事業の
実技指導及び企画等に尽力し顕
著な功績を挙げ、スポーツ振興の
普及に寄与したことを認められ、
文部科学大臣スポーツ推進委員
功労者表彰を受賞、また、30年
勤続表彰も受賞いたしました。

七飯町
図書室より

今月のおすすめの１冊 おすすめ！

　「思うは招く」。この言葉を胸
に抱き、日々夢に向かって歩ん
でいる著者の植松努さん。自家
製ロケットを打ち上げた経験か
ら見つけた、“どんな夢でも実現
させてしまう方法”を教えてく
れる１冊です。

『好奇心を“天職”に変える
　　　　　　　　空想教室』
　【著】植松　努　（サンクチュアリ出版）
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兼
職
員
係
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広
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●
お
詫
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広
報
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え
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『
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家
計

簿
』
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成
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年
度
上
半
期
執
行
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況
５

ペ
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ジ
に
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載
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ま
し
た　
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業
会
計

（
水
道
事
業
）
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中
の
「
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出
」
欄
「
資

本
的
支
出
」
欄
の
「
支
出
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額
」
及
び

「
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額
」
の
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載
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に
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の
で
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上
げ
ま
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。

　

誤
支
出
済
額　

４
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３
，
６
５
９
万
８
千
円

予
算
額　

１
億
４
，
５
８
７
万
１
千
円

　

正
予
算
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４
億
３
，
６
５
９
万
８
千
円

支
出
済
額　

１
億
４
，
５
８
７
万
１
千
円
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１月号広報 20

～入選者と開催日程のお知らせ～

・ 
１
１
０
番
は
、緊
急
の
事
件
・
事
故
な
ど
を
い
ち
早

く
警
察
へ
通
報
す
る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

・ 

１
１
０
番
に
出
た
警
察
官
が
、
事
件
・
事
故
の
内

容
に
基
づ
い
て
必
要
な
事
項
を
質
問
し
ま
す
。
慌

て
ず
落
ち
着
い
て
正
し
く
答
え
て
下
さ
い
。

・ 

警
察
官
が
早
く
現
場
に
到
着
出
来
る
よ
う
、
そ
の

場
所
の
住
所
や
付
近
の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
を

正
し
く
伝
え
て
下
さ
い
。

・ 

携
帯
電
話
で
１
１
０
番
す
る
場
合
、
車
で
移
動
し

な
が
ら
の
通
報
や
歩
き
な
が
ら
の
通
報
は
、
通
話

が
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
控
え
て
下
さ

い
。ま
た
、車
を
運
転
し
な
が
ら
の
通
報
は
法
令
違

反
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
を
安
全
な

場
所
に
停
止
し
て
通
報
し
て
下
さ
い
。

・ 

メ
ー
ル
１
１
０
番
は
、
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方

が
携
帯
電
話
の
Ｅ
メ
ー
ル
機
能
を
利
用
し
て
緊
急

通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
通
報
す
る
と
き
に
は

「
事
件
・
事
故
の
内
容
」
の
ほ
か
、「
住
所
や
目
標

と
な
る
建
物
」、「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
を
正
し
く

入
力
し
て
下
さ
い
。

・ 

緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い
遺
失
物
・
拾
得
物

の
届
出
、
諸
手
続
に
関
す
る
照
会
な
ど
は
、
最
寄

り
の
警
察
署
、
交
番
・
駐
在
所
へ
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話
を
。
相
談

や
警
察
業
務
に
関
す
る
意
見
・
要
望
は
、
短
縮
ダ

イ
ヤ
ル
「
♯
９
１
１
０
」
の
警
察
相
談
専
用
電
話
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ご
利
用
下
さ
い
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ダ
イ
ヤ
ル
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線
電
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Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
短
縮
ダ
イ

ヤ
ル
が
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用
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の
最
寄
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号
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道
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察
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２
４
１

－

９
１
１
０
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海
道
警
察
函
館
方
面
本
部
…
…
…

 

０
１
３
８

－
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－

９
１
１
０

◎
11
月
の
七
飯
町
内
事
件
発
生
状
況

・ 

七
飯
交
番
管
内　

自
転
車
盗
１
件
、
か
っ
ぱ
ら
い

１
件
、
非
侵
入
盗（
ガ
ソ
リ
ン
盗
）１
件
、
他
３
件

 

計
６
件

・ 

七
飯
南
駐
在
所
管
内　

倉
庫
あ
ら
し
１
件
、　

万

引
き
１
件
、
非
侵
入
盗（
そ
の
他
）１
件　

 

計
３
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・
峠
下
駐
在
所
管
内

　

事
件
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
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計
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駐
在
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非
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ら
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込
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し
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全
国
的
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振
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め
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欺
の
被
害
が
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し
て
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ま
す
。
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・
電
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手
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め
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・
現
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き
ま
す
。

　

と
言
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」で
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切
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お
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に
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を
し
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。

◎
交
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故
の
防
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に
つ
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て

　

冬
期
間
と
な
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峠
下
や
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新
道
に
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い
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通
事
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が
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発
し
ま
す
。
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冬
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滑
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行
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ま
し
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。
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急
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ン
ド
ル
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ど
、「
急
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付
く
動
作
を
し
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よ
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に
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。

　

 　

交
通
事
故
は
、
自
分
や
他
人
の
人
生
を
狂
わ
す

事
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
防
衛
運
転
を
心
掛

け
て
下
さ
い
。

【
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交
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－

２
０
１
７

１
１
０
番
通
報
の
適
切
な
利
用
の
促
進
と
警
察
相
談
専
用
電
話

「
♯
９
１
１
０
」
等
の
紹
介
と
周
知
に
つ
い
て

〜
緊
急
電
話
は
１
１
０
番
、
相
談
電
話
は「
♯
９
１
１
０
」に
！
〜

七
飯
交
番
か
ら

瑞宝単光章　消防功労

菅 生  正 一さん
（88歳・大川10丁目在住）
元七飯消防団第２分団長

　菅生さんは、昭和17年から消防団員として51年
有余永きにわたり災害現場の第一線に立ち、災害
の防止、被害の軽減に尽力されました。

審査委員による審査会の様子

　平成27年度『第31回七飯町交通安全図画ポスター展』（町交通安全
推進委員会主催）の審査が12月に行われ、町内各小中学校児童・生
徒が交通安全を訴えた全応募作品の中から、厳選なる審査の結果、
入選作品37点を決定致しました。
　金賞入選者10名をご紹介致しますとともに、入選作品37点につきま
しては、次のとおり町内の各会場において展示しておりますので、ご
家族お誘いのうえ、ご来場、ご高覧下さいますようご案内致します。
○金賞（10名）
　小学校１年生の部　大沼小学校　財津　歌子
　小学校２年生の部　大沼小学校　田中　那菜
　小学校３年生の部　大沼小学校　庭田　　翼
　小学校４年生の部　藤城小学校　横山　大翔
　小学校５年生の部　藤城小学校　伊藤梨里花
　小学校６年生の部　藤城小学校　田中　温大　村山　泰正
　中学生の部（３年生）　七飯中学校　外崎　優華　森　　太一
　　　　　　　　　　　　　　　　山本　彩可

○ 平成27年度第31回交通安全図画
ポスター展　日程

・１月８日（金）～１月17日（日）
　　大沼国際交流プラザ

・１月19日（火）～１月31日（日）
　　大中山コモン　ホワイエ

・２月２日（火）～２月14日（日）
　　文化センター　展示ホール

お問い合わせ先
　民生部 住民課 交通防犯係
　　　☎65－2512

１
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●内容／今月の読みきかせ会「絵本の日」
●日時／１月23日（土）　午前10時30分～
●会場／地域センター図書室（読みきかせサークルぴょ～ん）

今月の読みきかせ会「絵本の日」
問七飯町図書室　☎64－0006

子育て支援センター
お問い合わせ先・申込先／

本町子育て支援センター　　電話・FAX 83‒6321

大中山子育て支援センター　電話・FAX 64‒5535

図書室ミニ展示コーナー
問生涯教育課文化振興係　☎66－2068

■地域センター図書室／「2015年・文学賞受賞作品」特集
■大中山コモン図書室／「古典に親しもう」

ちびっこ広場
●対象／０歳から就学前までの乳幼児と保護者
●日時／毎週月曜日　午前10時～12時（第１研修室）
　　　　　　　　　　午後1時～4時（第2研修室）
　＊1／25  午前に「お正月あそび」を予定
●会場／大沼多目的会館（ポロトポント）
（予約は要りませんので、ご自由においでください）

本町子育て支援センター
■サロン自由開放
●日時／毎週金曜日　午前10時～11時30分
　　　　　　　　　　午後１時30分～３時
●対象／０歳から就学前までの乳幼児と保護者
■わくわくルーム（２歳前サロン自由開放）
●日時／毎週水曜日　午前10時～11時30分
　　　　　　　　　　午後１時30分～３時
●対象／２歳前までの乳幼児と保護者

（妊娠されている方の参加もできます。）
●会場／どちらも本町子育て支援センター（七飯ほんちょう保育園内）
（予約は要りませんので、ご自由においでください）

大中山子育て支援センター
■あそびの広場　　参加者募集！
●日時／水曜コース：2月10日㈬～3月30日㈬（毎週水曜日）

金曜コース：2月5日㈮～3月25日㈮（毎週金曜日）
　　　　午前10時～11時30分
●内容／節分・ひな祭りなど
●募集対象／ 町内在住の0歳から就学前までの乳幼児

と保護者。各コース12組
●申込期間／１月12日（火）～１月22日（金）まで
■サロン自由開放
●日時／毎週月曜日・木曜日　午前10時～11時30分
●対象／０歳から就学前までの乳幼児と保護者
■すくすくルーム（１歳６ヶ月前サロン自由開放）
●日時／毎週月曜日・木曜日　午後１時30分～３時
●対象／ １歳６ヶ月前までの乳幼児と保護者（妊娠さ

れている方の参加もできます）
●会場／どちらも大中山子育て支援センター（大中山保育所内）
（予約は要りませんので、ご自由においでください）

あそんでSUNDAYパパ
■お父さんのための日曜サロン開放日
●日時／１月17日（日）　午前10時～12時
●会場／大中山子育て支援センター（大中山保育所内）
●内容／「お正月あそび」
●持ち物／ 着替え、飲み物、防寒着（大人・子ども共に）

の用意をお願いします
●対象／町内在住の就学前の幼児と父親、祖父

※予約は要りませんので、ご自由においでください

子育て講座　参加者募集！
■第11回　子育て講座「ミニバレー」
●開催日時／１月26日（火）午前10時～11時30分
●会場／大中山コモン　大ホール
●対象者／就学前のお子さんを持つ保護者
●募集人数／16人
●保険代／50円（申し込みの時一緒にお願いします）
●持ち物／上靴、汗拭きタオル、飲み物など
●募集期間／１月６日（水）～１月15日（金）
●託児あります／１人200円（２人目から100円）
※託児室～大中山支援センター（9：45迄にお越し下さい）
※持ち物～飲み物、着替え他

■第12回　子育て講座「食育」
●開催日時／２月16日（火）午前10時～12時
●講師／岩崎　かおるさん
●会場／文化センター　調理室
●対象者／就学前のお子さんを持つ保護者
●募集人数／12組（子どもは会食のみ）
●参加費／大人300円　子ども200円
●持ち物／エプロン、三角巾、飲み物など
●募集期間／１月18日（月）～１月29日（金）
●託児あります／１人200円（２人目から100円）
※託児室～文化センター　リハーサル室（9:50迄にお越し下さい）
※持ち物～飲み物、着替え他

●共にお申し込み・お問い合わせ先
本町子育て支援センター　　☎・683－6321
大中山子育て支援センター　☎・664－5535
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人口●28,614人（－8)平成27年11月末現在
（　）内は先月比

男●13,197人（＋1）
女●15,417人（－8） 世帯数●13,369世帯（－8）

11月１日～11月30日 累　　計（前年比）
発 生 ４件 46件（＋11）
負 傷 者 ４人 64人（＋１）
死 亡 ０人 0人（－３）

交通事故死ゼロ日数　11月30日現在　403日

友引
㊎ 休日当番医［9：00～15：00］大沼公園クリニック（☎67-3032）

先負
㊏ 休日当番医［9：00～15：00］七飯耳鼻咽喉科クリニック（☎66-2677）

仏滅
日 休日当番医［9：00～15：00］野畔の花クリニック（☎67-5111）

大安
㊊
赤口
㊋
先勝
㊌

仕事始め［8：30～］役場、両出張所
小学生スキー教室［10：00～15：00］ニヤマ高原スキー場・函館七飯スノーパーク
わくわくルーム（2歳前）サロン自由開放［10：00～11：30・13：30～15：00］本町子育て支援センター

友引
㊍

２ヶ月児赤ちゃんサロン［9：30～9：40］保健センター
乳児健診［12：00～12：45］保健センター
小学生スキー教室［10：00～15：00］ニヤマ高原スキー場・函館七飯スノーパーク
サロン自由開放［10：00～11：30］大中山子育て支援センター
すくすくルーム（1歳6か月前）サロン自由開放［13：30～15：00］大中山子育て支援センター

先負
㊎

小学生スキー教室［10：00～14：40］ニヤマ高原スキー場・函館七飯スノーパーク
平成27年度第31回七飯町交通安全図画ポスター展（～17日まで）大沼国際交流プラザ
サロン自由開放［10：00～11：30・13：30～15：00］本町子育て支援センター

仏滅
㊏
赤口
日

休日当番医［9：00～15：00］なるかわ病院（☎65-7131）
2016年七飯町成人式［13：30］文化センター
第37回七飯町地域子ども会対抗かるた（百人一首）大中山地区大会［8：40］大中山コモン

先勝
㊊

休日当番医［9：00～15：00］福島神経クリニック（☎64-7706）
ジュニアスキー検定会［9：00～］函館七飯スノーパーク

友引
㊋ 定例行政相談［10：00～12：00］文化センター203会議室

先負
㊌

夜の博物館「ナナエガク２」［19：00～20：30］歴史館技工室
わくわくルーム（2歳前）サロン自由開放［10：00～11：30・13：30～15：00］本町子育て支援センター

仏滅
㊍

サロン自由開放［10：00～11：30］大中山子育て支援センター
すくすくルーム（1歳6か月前）サロン自由開放［13：30～15：00］大中山子育て支援センター

大安
㊎ サロン自由開放［10：00～11：30・13：30～15：00］本町子育て支援センター

赤口
㊏

第36回七飯町地域子ども会対抗かるた（百人一首）七飯地区大会［8：50］文化センター
第36回七飯町地域子ども会対抗かるた（百人一首）大沼地区大会［14：00］大沼多目的会館

先勝
日

休日当番医［9：00～15：00］向井クリニック（☎66-2888）
町民スキー大会［9：00～11：00］ニヤマ高原スキー場
あそんでSUNDAYパパ［10：00～12：00］大中山子育て支援センター

友引
㊊

人権困りごと心配ごと相談［13：00～16：00］文化センター201会議室
健康相談［9：30～11：30］大中山コモン
健康相談［14：00～15：30］大沼多目的会館
ちびっこ広場［10：00～12：00・13：00～16：00］大沼多目的会館（ポロトポント）
サロン自由開放［10：00～11：30］大中山子育て支援センター
すくすくルーム（1歳6か月前）サロン自由開放［13：30～15：00］大中山子育て支援センター

先負
㊋ 七飯町交通安全図画ポスター展（～31日まで）大中山コモン

仏滅
㊌
１歳６ヶ月児健診［11：30～12：30］保健センター
公民館講座作品展（～26日）［9：00～21：00］文化センター
わくわくルーム（2歳前）サロン自由開放［10：00～11：30・13：30～15：00］本町子育て支援センター

FEB. �

大安
㊍

サロン自由開放［10：00～11：30］大中山子育て支援センター
すくすくルーム（1歳6か月前）サロン自由開放［13：30～15：00］大中山子育て支援センター

赤口
㊎

２ヶ月児赤ちゃんサロン［9：30～9：40］保健センター
乳児健診［12：00～12：45］保健センター
サロン自由開放［10：00～11：30・13：30～15：00］本町子育て支援センター

先勝
㊏ 大沼公園まるかじりプラン「大沼・寒感カフェ＆アクティビティ」（～2/28までの金土日祝）　大沼国定公園

友引
日

休日当番医［9：00～15：00］ななえ新病院（☎65-2525）
乳がん・子宮がん検診（集団検診）［9：00、13：00］大中山コモン
第36回七飯町地域子ども会対抗かるた（百人一首）チャンピオン大会［8：50］文化センター

先負
㊊

健康相談［14：30～16：00］アップル温泉
定例法律相談［13：00～16：00］文化センター201会議室
ちびっこ広場［10：00～12：00・13：00～16：00］大沼多目的会館（ポロトポント）
サロン自由開放［10：00～11：30］大中山子育て支援センター
すくすくルーム（1歳6か月前）サロン自由開放［13：30～15：00］大中山子育て支援センター

仏滅
㊋

定例行政相談［10：00～12：00］文化センター203会議室
第11回子育て講座「ミニバレー」［10：00～11：30］大中山コモン

大安
㊌ わくわくルーム（2歳前）サロン自由開放［10：00～11：30・13：30～15：00］本町子育て支援センター

赤口
㊍

健康相談［10：00～12：00］文化センター
サロン自由開放［10：00～11：30］大中山子育て支援センター
すくすくルーム（1歳6か月前）サロン自由開放［13：30～15：00］大中山子育て支援センター

先勝
㊎

健康相談［12：45～14：45］大川美園振興会館
サロン自由開放［10：00～11：30・13：30～15：00］本町子育て支援センター

友引
㊏ ジュニア探検クラブ「冬のあそび」［9：30～15：00］歴史館ほか

先負
日

休日当番医［9：00～15：00］宮村内科医院（☎65-5151）
ふぁみりーでぃみゅーじあむ「えほうまきをつくろう」［10：00～12：00］文化センター調理室

仏滅
㊊

ちびっこ広場［10：00～12：00・13：00～16：00］大沼多目的会館（ポロトポント）
サロン自由開放［10：00～11：30］大中山子育て支援センター
すくすくルーム（1歳6か月前）サロン自由開放［13：30～15：00］大中山子育て支援センター

大安
㊋ 七飯町交通安全図画ポスター展（～14日まで）文化センター

赤口
㊌

2ヶ月児赤ちゃんサロン［9：30～9：40］保健センター
乳児健診［12：00～12：45］保健センター
夜の博物館「ナナエガク３」［19：00～20：30］歴史館技工室
わくわくルーム（2歳前）サロン自由開放［10：00～11：30・13：30～15：00］本町子育て支援センター

先勝
㊍

サロン自由開放［10：00～11：30］大中山子育て支援センター
すくすくルーム（1歳6か月前）サロン自由開放［13：30～15：00］大中山子育て支援センター

友引
㊎ サロン自由開放［10：00～11：30・13：30～15：00］本町子育て支援センター

先負
㊏

基本健診・特定健診・各種がん検診（集団検診）［6：30～10：00］保健センター
大沼函館雪と氷の祭典　大沼国定公園

仏滅
日

休日当番医［9：00～15：00］松倉整形外科クリニック（☎65-0151）
基本健診・特定健診・各種がん検診（集団検診）［6：30～10：00］大中山コモン
第8回渡子連かるた大会（兼第19回北海道子どもかるた大会地区予選）［8：40］スポーツセンター
大沼函館雪と氷の祭典　大沼国定公園
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